
（別紙３）

～ 2024年12月20日

（対象者数） 17 （回答者数） 17

～ 2024年12月20日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

家族と一緒に関わりながらお子さんの育ちを応援していきま
す。

2

家族や兄弟姉妹も参加できるプログラムを計画し、お子さん
を取り巻く環境を整えていきたい。

3

既に大人になった利用者の親がOBとなり、今も関わってい
る。当事者との関わりを継続していくことは今後も取り組み
たい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 おりーぶおりーぶ

○保護者評価実施期間 2024年11月20日

○保護者評価有効回答数

2024年11月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年12月20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

主に特別支援学校のお子さんが多く、強度行動障害等や重度心
身障害児（医療的ケア児含む）に対応している。

いかなるお子さんも意思決定支援を重視し、ことばがうまく話
せなくても職員が思いを代弁し、本人らしく活動に参加できる
ように支援している。

主に活動する部屋が２部屋あり、よく動く元気なお子さんと重
心のお子さんを分けているが、活動内容によっては一緒に関
わっている。

安全に活動ができるように、療育のプログラムを工夫してい
る。よく動くお子さんと重心のお子さんがお互いに関わる機会
も設けている。

ベテランの職員が多く保護者は支援に対し安心感があるため、
利用される方は⾧年にわたる場合が多い。

お子さん一人ひとりに対して、丁寧なアセスメントや支援方法
等を保護者と一緒に考えている。伴走しながらともにお子さん
の育ちを応援している。

事業所における自己評価総括表公表


